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特集:山陰地質情報展

アジアのデジタル地質欧地質構造図

脇田浩二1)･奥村

公男1)･佐藤正2㌧大久保泰邦3〕

はじめに

地質調査所では,東･東南アジア地域において,

さ豪ざまな地球科学図を編集してきた.その多くは,

東由東南アジア沿岸沿海地球科学計画調整委員会

(CCOP)を通じて,日本が主導する形で,アジア各

国の地質調査研究機関と協調して進められてきた

(嶋崎,1995,富樫,1995).2000年9月29日～10

月1日松江テルザで開催された地球科学情報展で

は,これまでに編集された地球科学図のうち,地質

図と地質構造図を展示した｡どちらも編纂したのち

数値化され,CD-ROMとして出版されている.

デジタル地質図

デジタル地質図は,1993年にスタｰトしたCCOP

プロジェクト｢東･東南アジア地球科学図のデジタ

ル編纂第工期｣において,編纂され出版された(脇

田,1995)咄本プロジェクトでは,ア㌢ア各国が最

新のデｰタを持ち寄り,200万分の1の縮尺で,統

一された凡例(地質の区分の方法)で,地質図の編

纂を行った.アジア各国の地質調査所及び相当研

究機関から代表が選出され,編纂にあたった.地

質調査所からは,脇田が主編集者としてプロジェク

トを推進し,大久保がコｰディネｰタｰとしてプロジ

ェクトを組織した.CCOP加盟国からは青シンガポ

ｰルを除き,日本･韓国･中国･ベトナム･カンボジ

ア･タイ･マレｰシア･フィリピン･インドネシアの9力

国が代表を送り,パプアニュｰギニアが部分的に

参加している.

地質図編纂において害まず行われたのが,統一し

た凡例作りである｡縮尺200万分の1を想定し,各

国で共通に用いられるであろう地質年代区分や岩

相の区分について検討した.初期の作業都会では,

この統一凡例の決定に大きな時間を割いた.調整

がつかない部分については,各国で模式柱状図を

作成し,柱状対比図を作成することで調整した.

ついで大きな問題となったのは,各国の国境に

おける地質境界の連続性の確保である.各国は独

自に地質図を作成しているので,お互いの地質の

境界や地質の区分が異なっている.従って,国境

付近で大きなギャップができることがしばしばあ

る｡これは,地質調査の精度や考え方,研究所の

能力の差などに起因したギャップである.理想的

には,境界地域で共同地質調査を実施すればいい

のであるが,このプロジェクトでは,作業部会で議

論を尽くし,それでも解決つかない部分はギャップ

を有るがままに表示した.

地質図の数値化に際しては,基本的に各国で行

った.そして,数値化技術については,地質調査所

およびCCOPにおいて,各国の参加者へトレｰニン

グを実施し,技術移転を計った.この技術移転は,

このプロジェクトのもう一つの重要な側面であっ

た.近年,地理情報システム(GIS)の発達に伴い,

各国の地質調査所でも地質図のデジタル化の推進

が緊急の課題となってきていた.そのための技術

とソフトウェアの導入が必要だったため,このプロ

ジェクトでは,参加各国の地質調査研究機関への

技術移転とGISソフトウェアの導入に力を注いだ.

ソフトウェアはPCARC/INFOを用い,その導入に

はプロジェクトに共鳴したESRICo.Ltd.が協力し

た.しかし,地質調査所では,その後TNTmipsと

いうソフトウェアを導入し,後半は両者を併用した.

最終出版物は1997年に出版された.この出版物
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においては,地質調査所の雷興林氏(地震地質

部)が開発した表示プログラム“GeoMapA"が含ま

れていて､地理情報システムを持ってない人でも,

デｰタを見ることができるようになっている.この

表示プログラム用のデｰタとして,地質図のベクタ

デｰタをラスタデｰタ変換したものを用いた.

このデジタル地質図は,アジアで最初の共通凡

例を持つ,広域デジタル地質図となった割この図に

様々'な情報を付加し,新しい主題図を作る試みも

なされてきている.

デジタル地質構造図

デジタル地質構造図は,環大平洋エネルギｰ鉱

物資源理事会(CPC)とCCOPの共同プロジェクト

として実施された｢東アジア地質構造図プロジェク

ト｣(1987一)の成果である(佐藤,1994).このプロ

ジェクトを遂行したのは,地質構造図作業部会
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Project)である.この作業部会は､佐藤正総合編

集責任者及び本座栄一氏(海域主編集者)のもと,

参加各国が編集グルｰブを組織し,各国の代表編

集者が各国の地質構造図の編集を行った.脇田が

日本の代表編集者として編纂に当たった､

このプロジェクトは官堆積盆図とペアで実施さ

れ,本来石油堆積盆の形成過程を読み解くのに役

立つことが想定されていた｡総合責任編集者の佐

藤は,従来の地質構造図とは異なり､なるべく客観

的な図を作るという方針を貫いた咀そのため多く

の地質情報がfactd泓taとして盛り込み,客観的で

分かりやすい地質構造図を目指した.

毎年実施された作業部会では,構造過程の区

分,地質構造要素の抽出,必要なデｰタの検討な

どが行われた.編纂する縮尺は蟹00万分の1に設

定した.大区分として,活動地域の岩石,大陸地

殻,海洋地殻という3つの区分を行った.各単位

の年代は色で表した吉基盤岩は､その単位全体を

示す時代で荷造山性層序と再活動被覆岩類は変形

の時期で,被覆岩類は堆積開始年代でそれぞれ塗

色した.

この地質構造図は,本来印刷図として出版する

ことが想定されていたが,費用の高騰や数値化技

術の進展により,数値デｰタとしてCD-ROM出版
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されることになった.奥村は,地質構造図の数値

化を担当した.地質構造図を印刷物として表現す

る場合と,デジタルデｰタとして表現する場合には

犬養な違いがある.デジタルデｰタでは,様々な情

報を取捨選択し,重ね合わせることができるが,印

刷物では,すべてを平面に表現しなければならな

い.表現の幅は,デジタルデｰタが圧倒的に有利

である.しかし,デジタルデｰタ作成は,平面の図

を作成するより蓬かに多くの手間と時間がかかる.

デジタル地質構造図の編纂では,様々な新しい

試みが行われた.火山や地震など公表されている

外部情報をWebsiteなどから収集し付け加えた.ま

た,変成作用など不充分な情報印刷された図から

追加する場合,スキャナｰで読み込み,投影法や縮

尺を変換し,コンピュｰタ上で表示しながら,デｰタ

を加えていった.表示システムにしても,地理情報

システムのうち無料の表示プログラムをデｰタととも

にCD-ROMに焼き込み､だれでも自由に表示･印

刷することが出来るように工夫されている.現在出

版されているのは,東南アジアの部分であるが,東

アジアの部分も追って,出版される予定である.

アジアのデジタル地質図と地質構造図は､地質

図を作る地質調査所及び地質関連研究機関と共

同でなされ,互いの技術の向上を計り,地理情報

システムを用いて,デジタルデｰタを取り扱い,デ

ジタル出版への道を一緒に歩みはじめている.こ

れからもアジアは日本の大切なパｰトナｰであり,

地球科学分野でもより一層の協力が必要であろう.

特にデジタル地球科学情報は,アジア各国の発展

に寄与することが期待される.
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